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論 文 内 容 の 要 旨 
 
人間ドックにおける腹部エコー検査において、最も高頻度に発見される異常所見は脂肪肝である。
本研究は多数の脂肪肝症例の中から、腹部エコー上の所見のみを用いて病的意義の大きい特定タ
イプの脂肪肝を効率的に抽出する試みである。 
第 1章では、脂肪肝所見に加えて、1)肝臓径の計測、2)脂肪厚を所見に加え、脂肪肝を細分した。
結果、脂肪厚肥厚を伴う群は、メタボリックシンドロームとの合併は高率ではなかったが肝腫大
を伴う脂肪肝群は、メタボリックシンドローム合併が高頻度であることを示した。 
第 2 章では、膵臓への脂肪蓄積に着目し、脂肪肝に加え、膵臓への脂肪蓄積が高度な症例の病態
を解析した。膵臓輝度を定量的に表す方法として、膵臓と脾臓との輝度平均の差(膵脾差)を測定、
膵脾差の大きな脂肪肝症例を Bight Pancreas 型と定義し、Bight Pancreas 型は、メタボリック
シンドロームを高率に合併し肥満も高度であることを示した。 
第 3 章では、Bright Pancreas を呈する脂肪肝症例の病的意義を探索する目的で、虚血性心疾患
を発症した脂肪肝症例を対象に症例対象研究を行った。結果、脂肪肝に併存する Bright Pancreas
所見は、肝腎差の上昇と、高血圧、糖尿病、脂質異常症への投薬歴を有するとともに、虚血性心
疾患発症の単独で有意なリスク要因であることを示した。これまで不明であった Bright Pancreas
の病的意義について、虚血性心疾患の単独で有意なリスク要因であることを世界で初めて報告し
た。 
第 4 章では、内臓脂肪型、肝腫大型、Bright Pancreas 型の 3 タイプの脂肪肝と、運動習慣、食
事習慣、喫煙、睡眠などのライフスタイルの調査票の各項目との関連性を解析した。結果、内臓
脂肪型は、成人期以降の肥満、日本酒換算 1～2 合/日の飲酒量と独立に関連し、食事習慣におい
て、朝食の欠食、就寝前 2時間以内の夕食、などとの関連する傾向を認めた。一方で 1～2合/日
の飲酒量は、1 合未満に比して、内臓脂肪蓄積のリスクが小さく、動脈硬化に対する“アルコー
ルの J カーブ効果”と一致する結果を示した。肝腫大型では、男性であること、成人期以降の肥
満、1日の飲酒量が多いこと、の 3点が独立したリスク要因であった。Bright Pancreas型では、
成人期以降の肥満と独立に関連し、生活習慣改善への意思を示していることと関連する傾向にあ
った。以上本章では、病的意義が大きいと考えられる内臓脂肪型、肝腫大型、Bright Pancreas
 型の 3 タイプの脂肪肝は、成人期以降の肥満は共通のリスク要因であったが、それぞれのタイプ
に固有のライフスタイル上の問題点を見出し、人間ドックにおける生活指導上有用な脂肪肝分類
となる可能性を示した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は多数の脂肪肝例の中から、腹部エコー上の所見のみを用いて病的意義の大きい脂肪肝
を効率的に抽出しようとした試みである。 
第 1章では 1)肝腫大を伴う脂肪肝群は、肥満や肝機能異常も高度で、メタボリックシンドロー
ムの合併も高頻度であることが示された。肝腎コントラスト陽性に加えて、肝腫大の評価を加え
ることで、メタボリックシンドロームを伴う脂肪肝を効率よく抽出できる可能性を示した。 
第 2 章では、異所性脂肪の一種である膵臓への脂肪蓄積に着目し、脂肪肝に加えて、膵臓への
脂肪蓄積が高度な症例の病態を解析した。膵臓と脾臓との輝度平均の差を求め、膵脾差として、
膵臓への脂肪蓄積の程度を定量的表現した。膵脾差の大きな脂肪肝症例を Bight Pancreas型と定
義した。その結果、Bight Pancreas型は、メタボリックシンドローム（予備群を含む）を半数に
合併し、CTで計測した内臓脂肪面積も高値で、肥満も高度であることが分かった。 
第 3 章では、当該病院で診療された狭心症・心筋梗塞を発症した脂肪肝症例を対象に、年齢・
性別をマッチングさせた、附属の人間ドックで発見された未病の脂肪肝症例を対照とした症例対
照研究を行った。結果、脂肪肝に併存する Bright Pancreas 所見は、肝への脂肪蓄積の増加を表
す肝腎差の上昇と、メタボリックシンドロームの構成要素である基礎疾患（高血圧、糖尿病、脂
質異常症のいずれか）への投薬歴を有することとともに、虚血性心疾患発症の単独で有意なリス
ク要因であることを示した。脂肪肝に併存する Bright Pancreas は、retrospective な症例対照
研究ではあるが、虚血性心疾患の単独で有意なリスク要因であることを世界で初めて報告した。 
第 4 章では、内臓脂肪型、肝腫大型、Bright Pancreas 型の 3 タイプの脂肪肝と、運動習慣、
食事習慣、喫煙、睡眠などのライフスタイルの調査票の各項目との関連性を解析した。病的意義
が大きいと考えられる内臓脂肪型、肝腫大型、Bright Pancreas 型の 3 タイプの脂肪肝は、成人
期以降の肥満は共通のリスク要因であったが、それぞれのタイプに固有のライフスタイル上の問
題点を見出し、人間ドックにおける生活指導上有用な脂肪肝分類となる可能性を示した。 
本論文は、腹部エコー所見に基づいて病的意義の大きい特定の脂肪肝を抽出し、脂肪肝のタイプ
別に特有のライフスタイル上の問題点を見出し、個別性の高い生活指導を実現する可能性を示し
た。 
以上の内容により、審査委員会は本論文が博士（生活科学）の授与に値するものと認めた。 
 
 
 
